
人 が 行 き 交 う 土 山 駅

ま ち の 玄 関 口 を 通 学 の 学 生 や 通 勤 の 人 々

が 足 早 に 通 り 過 ぎ て い き ま す 。1 日 の 始 ま

り に ふ さ わ し い 活 気 が 満 ち て い ま す 。

8 ： 0 0

ま ち を 灯 す あ か り た ち

昼 間 と は ま っ た く 異 な る 表 情 を 見 せ る 工

場 地 帯 。 無 数 の 光 に 彩 ら れ 、 幻 想 的 な 美

し さ を 放 っ て 人 々 を 魅 了 し ま す 。

土 山 駅 の 夕 景

1 日 の 仕 事 や 学 校 を 終 え て 、

家  路 に つ く 人 た ち 。 そ の 影

が 夕 日 に 染 ま る 案 内 図 に 溶

け 込 み 、 一 幅 の 影 絵 の よ う 。

い き い き と 活 動 す る
住 民

ま ち の あ ち こ ち で 、 学 び に 、 仕

事 に 、 ス ポ ー ツ に 、 文 化 活 動

に 励 む 姿 が 見 ら れ ま す 。

1 5 ： 0 0

子 育 て 支 援 セ ン タ ー
「 お や こ さ ろ ん 」

人 気 の 子 育 て 支 援 プ ロ グ ラ

ム や 季 節 の 行 事 な ど で 、 親 も

子 も 楽 し く 交  流  す る こ と が で

き ま す 。

9 ： 0 0

電 車 が

よ く 見 え る ！

も う 一 つ の
夕 日 ス ポ ッ ト
赤 灯 台

幹 線 道 路 の
ま ち あ か り

子 ど も た ち は お 気 に 入 り の 遊 具 で 遊 び ま

す 。 間 近 を 通 り 過 ぎ る 電 車 に 思 わ ず 歓 声

が あ が り ま す 。 疲 れ た ら 、 パ ー ク セ ン タ ー

の カ フ ェ で の ん び り 一 息 。

石 ヶ 池 公 園

1 7 ： 0 0

1 9 ： 0 0

1 1 ： 0 0

播 磨 町 の
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